
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□自身の進路（または社会）に対する問題意識はあるか → 個人面談、探究理由書による評価  

□調査・探究からの発見や課題について → 毎回の授業で記入するふりかえりシートによる評価 

□卒業研究論文における自己表現力 → 探究動機・手法・結果、結論の内容による評価 

□プレゼンテーションにおける自己表現力について → 発表参観用コメントシートによる評価 

 

 

 

・他者を思いやる心（恕） 

・物事のつながりを理解し、問題の根本を認識する力 

・自分の言葉で物事を説明する力 

・物事を多面的に捉え考える力 

・社会の問題を発見し、解決に向けて努力する姿勢 

・自己を理解し、社会における自らの役割を考える姿勢 

 

総合的な学習の時間「閑谷學」３年次実践紹介 

探究学習の流れ 

担当者：3 年次団探究担当者 

学 年：３年 

単元名：総合的な学習の時間 

①今の自分と、未来の社会（自分）をつなげ、社会や自分自身の未来

について自分なりの考えを持つことができる。 

 

②３年間の閑谷學のまとめとして、これまで学んだリサーチの方法や

表現方法を使って、自分の考えを論理立てて表現することができる。 

 

③卒業論文を作成し、3年次生全員の論文集を作成する。 

年間目標 

 

探究活動を通して身につけてほしいこと 

評価基準・方法 

７・８月 

夏期調査 

卒業研究論文初稿作成 

 

９・１０月 

調査・探究後半 

探究まとめ 

 

11 月・12 月 

卒業研究論文最終稿作成 

卒業研究発表会 

4 月 

全員面談 

卒業研究テーマ仮決定 

所属ゼミ決定 

 

 

 

 

5・６月 

卒業研究テーマ決定 

調査・探究前半 

 

 

 

 
ゼミでは担当の先生のほか、外部講師

による個別指導をうけた 

卒業論文の作成に向けて作業している様子 

発表会では各生徒がなるべくメモを見ずに

自分の言葉で説明した 

 生徒からの探究学習ふりかえり（一部抜粋） 

 



全員面談における評価法：３年次生探究テーマ記録票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全生徒が教員と約１０分の面談を行った。面談では、将来目指す自己像のほか、自己の現実について自

らの言葉で表現する機会を設けた。また、面談まで待機している生徒やすでに面談を終わらせた生徒は、

教職員 3 人による「人生における私の体験談」を聞く機会を設けた。生徒にはワークシートを配付し、

教職員のこれまでの人生経験から得た考え方や自己認識について考えた。生徒の進路に対する疑問や不

安について教職員・生徒間で共有したほか、他者の経験をロールモデルとして個人の可能性について考

える機会を設けた。その結果、社会的コンテクストにおける生徒の自己理解の促進に貢献した。 

 

実践の背景 

 ３年次生が自らの進路決定をするうえで、現時点で自分が目指す将来について考え、そのために

必要な知識や能力について考える機会を設ける必要がある。また、自己理解を促すことで、今の

自分の長所や短所を認識し、進路に向けたより具体的な意識の醸成が可能となる。よって、探究

学習では、自分の希望する進路について調査・探究を行い、理想の自己像と現実との乖離を省察

することで、現実的かつ能率的な進路決定を目指す。 

授業改善のアプローチ 

 自分の言葉で語るには、実世界での経験を通した自己理解が必要である。そのために、教職員との面

談や社会人とのインタビュー機会を設けるなど、他者との関わりを増やした。また、言語活動の促進

として、毎授業後には、ふりかえりシートを配付し、調査・探究から分かった発見や課題を自らの言

葉でまとめ、各ゼミ担当に提出させた。探究手法は学術的なものとし、卒業研究論文では、参考文献

や聞き取り調査などの情報について引用を正確に載せる指導を行った。 

単元のヤマ場となる授業場面 

全員面談 


